
 

  令和８年６月４日 

日立市議会事務局 

【記事掲載のお願い】 

～災害等の非常時に強い議会を目指して～ 

「議会ＢＣＰ（業務継続計画）」に関する議員研修会を開催しました 
 

 標記について、議員研修会を開催しましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

記事掲載につきまして、特段の御配慮を賜りますようお願い申し上げます。 

 

記 

１ 開催概要 

(1) 日時  令和８年５月 28日（木）午後１時～午後２時 30分 

(2) 場所  日立市議会議場 

(3) テーマ 「議会 BCPについて」 

(4) 講師  清水
し み ず

 克士
か つ し

 氏 

早稲田大学デモクラシー創造研究所 招聘研究員 

議会事務局研究会 共同代表（元 大津市議会局長） 

(5) 参加者 日立市議会議員 24人及び市職員４名（防災関係） 

 

２ 開催内容（まとめ） 

 ● 日立市議会では、災害や感染症の発生等の非常時においても、二元代表制の一翼で

ある議会の機能を維持し、市民の声や地域の実情を市政に反映できるよう、「議会 BCP

（業務継続計画）」の策定を進めています。 

  ※議会 BCP（Business Continuity Plan）：大規模災害等の非常時において、議会が

果たすべき役割や行動方針を定めた計画 

 

● その一環として、令和８年５月 28 日、早稲田大学デモクラシー創造研究所招聘  

研究員の清水克士氏を講師に迎え、全議員を対象とした研修会を開催しました。 

（講師の清水氏は、地方議会として全国で初めて議会 BCP を策定した滋賀県大津市議

会の元局長であり、長年、議会改革の現場で実務に携わってこられた専門家です。） 

● 研修では、非常時においても二元代表制の一翼として機能し続けるための議会の 

羅針盤となる BCP の重要性を再確認しました。合議制ゆえの意思決定の遅れという

脆弱性を打破する指揮命令系統の確立や、執行部の災害対応を支えるための「情報の

集約化・一元化」など、市民の安全・安心を守る強固な議会体制のあり方について、

多角的な視点から理解を深めました。 
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● 今後も引き続き、災害発生等の非常時においても議会機能を的確に維持する体制を

整備するため、議会 BCPの策定を着実に進めてまいります。 

 

 

３ 研修会の様子  ※画像データ提供可能です。 

 

 
 

  
真剣な面持ちで清水氏の講演に耳を傾ける議員一同
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開会の挨拶で議員ＢＣＰの重要性を強調する吉田議長（前方・左から２人目） 

 

 

 
研修を総括し、議会ＢＣＰの策定に向けた所感を述べる今野副議長（前方・左から１人目） 
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４ 問合せ先 

日立市議会事務局  川野（かわの） 

   電話：050-5528-5113  FAX：0294-24-5303   

E-mail：gikai@city.hitachi.lg.jp 

 

  ※研修会資料データも提供可能ですので、御希望の際はお問合せください。 

 

以 上 
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